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一旧町家空間における木材によるインスタレーションー
南川茂樹
本インスタレー ションは、 2003 「つやま芸術祭」の特
別展示である”つやまあーと”に出品したものである。
”つやまあーと”とは、津山の歴史や街並み・自然など、
場を活かした新 しい独自の表現や、 日頃から実現してみ
たいと思っているゆめのアートプランを広く公募し、津
山の街並みの中に展示した作品展である。2002年に続き
2 回目となる2003年のHつやまあーと”は、公募というかた
ちを取らず、審査員の選考で選ばれた作品の展示と なった。
展示会場は、衆楽園、箕作阮甫旧宅、城東むかし町家の3
ケ所に及び、様々な作品が展示された。
私が設置した場所は、城東むかし町家で、津山有数の商
家の住宅である。この住宅は、旧梶原家住宅で、江戸後期
頃に建てられた主屋から昭和初期の西蔵まで、各時代の
生活様式の変化に対応した改造・増築が行われており、
時代とともに生きてきた変化に富む複合的な町家として、
歴史を物語る貴重な遺構である。その敷地は、間口31.5m、
奥行34mあり、前面東寄りに主屋を置き、西方に高塀 門
や庭園、後方に座敷き 付属屋、背面に東蔵・西蔵・茶室・
裏座敷や洋館などの 8棟を配している。南側には、出雲街
道が走り、作州城東屋敷、箕作院甫旧宅と合わせ、むかし
の街並を再現している。
このインスタレーションの構成要素となる造形は、 1998
年に発表した、”爽つつむかたち ＂から始まった一連の
シ リーズの植物の爽をモチーフに した ものである 。 テー
マは一貫して、人間の愚行によって、環境破壊が進み、次
世代の生命が危機に瀕しているなか、マメ科の植物が子
孫である種子を”莢”で、守っているように、世界に広がるあ
らゆる”暴力”から、次世代の生命を守るための象徴として、
この”莢”を位置付ける。
今回の設置プランは、歴史を受け継ぐ町家を対象にす
るため、設置することによって大きく雰囲気を変えるこ
とが目的でなく、静かに歴史を伝えるために件む建物と
立てることができると思っ ていたので、特にこの設置方
法を選んだ。
その他の設置場所は、鑑賞者の動線を考えて行った。
主屋からは二つの動線が考えられる。ひ とつは， ＂だいど
ころ”に上がり奥の座敷へと向かう動線。 もうひとつは、
主屋の裏口から出て洋館・東蔵へと向かう動線。 前者
の動線では、”だいどころ”を抜け座敷に向かう途中の窓際
に＂爽”を l 体吊るした。 これは、鑑賞者を奥へと導くため
である 。 さらには、窓に設置することによ って、外からも
鑑賞できる ようにした。座敷には別の作品が設置しであ
るため、二階に展開した。階段の上部にある雨戸の戸袋に、
これも寄り添うように 2 体設置した。やはり種子という
よりは卵のように。二階の座敷の窓に外からの視線を意
識して、 l 体吊るした。これは一階の軒下の展示とシンク
ロしていて、門からの鑑賞を対象と した。
後者の動線では、まず裏口から出たすぐ）協の松の木の
幹に設置した。 まるで踊や繭のように。 これらも生命を守
る象徴として捉えることができるから。 さらに主屋と洋
館の間の通路を抜けたところに、やはり主屋側の一階の
軒下に、南側と対比するように 1 体吊るした。この先に進
み庭に抜ければ、南側の’f爽”を見ることができる。
最後に、 こ のインスタレーションの看板の役目となる
ように、入口の軒下に 1 体吊るした。 これから繰り広げら
れるインスタレーションのプロローグとして。
このような設置をすることによ って、鑑賞者が敷地内
を自然に回遊することになる。 このことは、作品を鑑賞す
ることによって歴史的建造物を再認識してもらう意図も
込められている。歴史的都市津山という場所との係わり
をうまく表現出来たのではないかと思う 。
アメリカでの同時多発テ ロやイラク戦争、人間の愚行
はなおもi涜いている。まだこのプロジー ェク トはf冬わらない。
同じように、ひっそりと目立たぬよう様々な”暴力”から身 2003 「つやま芸術祭」つやまあーと
を守り、次の世代の生命の誕生を待っているかのように 会期：2003年 2 月 15 日～28 日
存在するべきだと考えた。 会場グリ ーンヒルズ津山、城東地区、衆楽園ほか
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ように 5 体の”爽”を設置 した。この設置方法は、次世代の
生命を守る別の形態である虫の卵が、それぞれが身を寄
せあって種を繋ぎ止めているかのようにも見えるように
した。当初から、この”爽”の形態が虫（特に蝶）の卵にも見
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